
２月１４日に施政方針と教育行政方針が示され、２２日から代表質

問が始まります。２月議会の提案議案は３８件（条例１８件、予算９

件、契約１件、一般３件、人事１件、諮問３件、承認１件、報告２件）
となっています。

＜予算総額は前年度比１１１億円増＞

一般会計の予算総額は、前年度比１００億円増で１,７６８億円。特

別会計（国保、介護、後期高齢者医療）も前年度比７億６,８００万円
増で７９７億９,５００万円。公営企業会計（下水道事業）も前年度比

３億８,９００万円で２２９億１,９００万円。予算総額は、前年度比１

１１億５,７００万円増で２,７９５億１４００万円です。

＜新規事業＞

◉高齢者への支援

・ゴールドシニア事業（「チケット75」は１万５千人に拡大）
・「チャレンジ７５」として、スマホ購入費補助、スマホ講座

・補聴器購入補助（非課税世帯で３万円補助）

◉子育て環境の充実

・子育て世帯同居・近居スタート応援補助（１０万円）加算あり
・こども家庭センター（親子スペース）整備事業（総合窓口設置）

・子どもの受験料支援補助（大学受験料、模擬試験費用補助）

◉保健衛生の向上

・帯状疱疹ワクチン接種補助（生ワクチン上限３千円、不活性ワク
チン２回まで、１回当たり上限７千円）

・AEＤ整備事業（コンビニなど約１８０店舗に設置）

・若年がん患者在宅療養支援（訪問、入浴、福祉用具貸与など）
◉教育環境の充実

・学校給食食物アレルギー等対応補助（お弁当持参の保護者に経費

の一部を補助）

介護保険料が３年に１度の見直し（第９期）で、標準保険料が引

き上げられます。低所得者に配慮した見直しとしていますが、物価

高騰が続き、国保税も引き上げられるなかでは、納得できません。

保険料基準額で４００円の引き上げです。

支給対象の見直しで、８０歳、９９歳を対象外とし、８８歳（２

万円）、１００歳（５万円）、１００歳以上（１万円）とします。

７５歳以上の高齢者（ゴールドシニア）への支援を充実させます。

クリーンセンターの老朽化が進み、昨年は稼働が止まるアクシデ

ントもありました。設計・建設・運営を一括で実施するＤBО方式

で実施。運営は２０年間。整備に５００億円、運営費に２５０億円、
合計７５０億円となります。現クリーンセンターとクリーンスパの

間に新クリーンセンターを建設します。焼却能力が１日６００㌧か

ら４２３㌧と減らす計画、ゴミの減量も求められます。

介護保険料の見直し

敬老祝金支給について

クリーンセンター整備
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